























































































































































































る（Besnard 1984=1988: Featherstone and Defem 2003）。現在のアノミー研究
のなかでは，マクロレベルでのアノミー（制度的アノミー）と犯罪との関連を検
討する制度的アノミー論（Mesner and Rosenfeld 2007），社会心理学の知見を取
り入れた個人レベルのアノミー指標の構築の試み（Konty 2005），社会変動と無














































いことが明らかになっている（Kowalski et al. 1987）。さらに，1990年代以
降の州データを用いても，離婚率と自殺死亡率とのあいだには正の関係があ


















































が女性の自殺に与える影響の検討を進めてきた（Davis 1981; Trovato and
Voss 1992; Krull and Trovato 1994; Pampel 1998, 2001）。
女性の就労と自殺には2つの考え方が存在する。第1に，就労は女性の自
殺死亡率を高めるかもしれない。この女性の就業の否定的側面は，役割過重































いは負の相関を有するようになると報告している（Davis 1981; Trovate and
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